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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 114,960 34.4 803 － 800 － 609 －

2022年３月期 85,514 6.6 △3,328 － △2,898 － △2,808 －

（注）包括利益 2023年３月期 654百万円 （－％） 2022年３月期 △2,856百万円 （－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 65.36 63.65 21.7 2.4 0.7

2022年３月期 △309.96 － △101.8 △10.4 △3.9

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 33,086 2,815 8.5 300.83

2022年３月期 28,541 2,307 8.1 247.84

（参考）自己資本 2023年３月期 2,815百万円 2022年３月期 2,307百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 2,507 △1,125 △1,420 2,709

2022年３月期 △2,442 △1,056 3,723 2,748

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00 186 － 6.1

2023年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00 285 45.8 10.9

2024年３月期（予想） － － － － － －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 61,898 15.1 710 － 685 － 439 － 48.02

通期 125,230 8.9 2,030 152.7 1,990 148.6 1,150 88.6 125.25

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）１．2024年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定とさせていただきます。
２．2023年３月期より従業員持株ＥＳＯＰ信託実施に伴い、配当金総額には従業員持株ＥＳＯＰ信託に対する配当

金支払額(2023年３月期 ４百万円)を含んでおります。また配当性向、純資産配当率は、従業員持株ＥＳＯＰ
信託に対する配当金支払額を除いた１株あたりの個別配当金を用いて算出しております。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 9,587,100株 2022年３月期 9,312,200株
②  期末自己株式数 2023年３月期 227,544株 2022年３月期 44株
③  期中平均株式数 2023年３月期 9,327,176株 2022年３月期 9,062,168株

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

除外 １社 （社名）サンノー株式会社
（注）サンノー株式会社は、連結子会社である株式会社ダンガミ（現ダンガミ・サンノー株式会社）を存続会社

とする吸収合併により消滅したため、当連結会計年度において連結の範囲から除外しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料の12ページ「３.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項(会計
方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）2023年３月期の期末自己株式数のうち、従業員持株ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式227,500株を含めて
おります。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等様々な
要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況から行動制限の緩和

等で社会・経済活動が緩やかに正常化し、回復の兆しが見られたものの、為替相場の急激な変動や物価の上昇等に

より、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当社グループが事業活動の中心としております酒類食品流通・小売業界におきましては、人流が活性化してきた

ことにより、酒類需要は回復、さらにはインバウンド需要の高まり等もあり、さらなる酒類需要の回復が期待され

ます。

このような状況のなか、当社グループは「お客様のご要望になんでも応えたい」という基本コンセプトのもと、

当社グループ中核会社の株式会社カクヤスにおいては、アフターコロナを見据えた新たな宅配モデル「三層物流

（注１）」の構築で配達能力を増強し、主に人流の活性化に伴う需要を取り込むことで売上高拡大を目指しまし

た。また、酒類以外の商品の販売も強化いたしました。さらに、ブランド認知拡大のためにＳＮＳを介した若年層

とのコミュニケーションを強化するとともに、交通広告を東京・大阪・福岡の主要駅での展開、店舗における「な

んでも酒やカクヤス」へのブランド変更を推進することで地域への浸透を図りました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの経営成績は、売上高114,960百万円（前連結会計年度比

34.4％増）、営業利益803百万円（前連結会計年度は営業損失3,328百万円）、経常利益800百万円（前連結会計年

度は経常損失2,898百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益609百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属す

る当期純損失2,808百万円）となりました。

売上高全体としましては、飲食店向け（注２）が第３四半期から回復したことで大きく伸長し、前連結会計年度

を上回りました。

売上区分別では、「飲食店向け」の売上高は、76,489百万円（前連結会計年度比64.6％増）となり、客数・客単

価ともに前連結会計年度を上回りました。

「宅配」の売上高は、20,377百万円（前連結会計年度比1.2％減）となりました。前年コロナ禍において、在宅

勤務の増加や外食機会の減少に伴うデリバリー需要が大きく伸びた反動もあり、客数は前連結会計年度を下回りま

した。客単価は酒類価格改定による商品単価増もあり、前連結会計年度を上回りました。

「店頭（注３）」の売上高は、16,327百万円（前連結会計年度比4.7％減）となりました。宅配と同様、前年コ

ロナ禍において、外食機会の減少に伴う家飲み需要が大きく伸びた反動や三層物流の構築に伴うエリア再編による

店舗拠点の見直しにより、客数は前連結会計年度を下回りました。客単価は酒類価格改定による商品単価増もあ

り、前連結会計年度を上回りました。

「卸その他」の売上高は、1,766百万円（前連結会計年度比36.0％増）となりました。

この結果、売上区分別の売上状況につきましては、売上構成比が「飲食店向け」66.5％、「宅配」17.7％、「店

頭」14.2％、「卸その他」1.6％となりました。

営業利益につきましては、売上の伸長及び酒類価格改定による粗利率の向上も寄与したことで前連結会計年度よ

り増加しました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、前連結会計年度と比較して固定資産の減損は

増加したものの、繰越欠損金に係る繰延税金資産の回収可能性の評価見直し等により、前連結会計年度を上回る結

果となりました。

なお、当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

（注）１．「三層物流」とは、家庭向け宅配枠の最大化と飲食店向け需要復調時の配達網整備を目的とした当社グ

ループ独自の物流体制です。第一層は配送センターからのルート配達、第二層は飲食店向け小型倉庫か

らの即日配達、第三層は店舗・家庭向け小型倉庫からの即日配達を指します。

２．「飲食店向け（旧名称：業務用）」とは、主に、居酒屋やレストランなどの飲食店、その他の法人顧客

のお客様からのご注文で発生する売上区分としております。

３．「店頭（旧名称：ＰＯＳ）」とは、各店舗にご来店頂いたお客様に、店頭のＰＯＳレジを通して購入す

ることで発生する売上区分であります。
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（２）当期の財政状態の概況

資産は、前連結会計年度末に比べ4,545百万円増加し、33,086百万円となりました。主な要因は、受取手形及び

売掛金の増加3,297百万円、商品の増加916百万円、繰延税金資産の増加445百万円及び土地の増加408百万円が、流

動資産のその他（主に未収還付消費税等）の減少515百万円及びのれんの減少159百万円を上回ったことによるもの

であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ4,037百万円増加し、30,271百万円となりました。主な要因は、買掛金の増加

4,215百万円、流動負債のその他（主に未払消費税等）の増加715百万円が、長期借入金の減少818百万円、短期借

入金の減少440百万円を上回ったことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ507百万円増加し、2,815百万円となり自己資本比率は8.5％となりました。

主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上による利益剰余金の増加609百万円が、利益剰余金の配当に

よる減少186百万円を上回ったことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は2,709百万円となり、前連結

会計年度末に比べ38百万円減少いたしました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は2,507百万円（前連結会計年度は2,442百万円の支出）となりました。これは主

に、減価償却費（698百万円）、仕入債務の増加額（4,306百万円）、未払消費税等の増加額（1,124百万円）等の

増加要因が、売上債権の増加額（3,297百万円）、棚卸資産の増加額（916百万円）等の減少要因を上回ったことに

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,125百万円（前連結会計年度は1,056百万円の支出）となりました。これは主

に、敷金及び保証金の回収による収入（134百万円）、投資有価証券の売却による収入（104百万円）等の増加要因

が、固定資産の取得による支出（1,174百万円）等の減少要因を下回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,420百万円（前連結会計年度は3,723百万円の収入）となりました。これは主

に、長期借入れによる収入（715百万円）等の増加要因が、長期借入金の返済による支出（1,162百万円）、短期借

入金の純減少額（812百万円）等の減少要因を下回ったことによるものであります。

（４）今後の見通し

当社グループが営業活動を行っている酒類食品流通・小売業界を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症の

収束化によりさらなる酒類需要の回復が期待されます。

その中で当社グループは、飲食店向け販売の強化として、引き続き主要商圏への市場浸透により客数の獲得を図

るとともに酒類に限らない商品の販売を強化することで、客単価の向上にも努めてまいります。

さらに、家庭向け販売の強化として、引き続き伸びしろのある家庭向け宅配の強化を目的とした配達効率の向

上、酒類以外の取り扱い強化、メディアやＳＮＳ等を使用した顧客認知の拡大等により、お届けサービスを磨き上

げ、持続的に事業モデルの価値を高めてまいります。

以上により、2024年３月期の第２四半期累計は売上高61,898万円、営業利益710百万円、経常利益685百万円、親

会社株主に帰属する四半期純利益439百万円、2024年３月期の通期業績見通しは、売上高125,230百万円、営業利益

2,030百万円、経常利益1,990百万円、親会社株主に帰属する当期純利益1,150百万円と予想しております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当企業集団は、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間での比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。

- 4 -

株式会社カクヤスグループ（7686）2023年３月期決算短信











（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 379 638 2,070 － 3,087

当期変動額

新株の発行 1,118 1,118 － － 2,237

減資 △1,459 1,459 － － －

剰余金の配当 － － △286 － △286

自己株式の取得 － － － △0 △0

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

－ － △2,808 － △2,808

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 △341 2,578 △3,095 △0 △857

当期末残高 38 3,217 △1,025 △0 2,229

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 125 125 3,212

当期変動額

新株の発行 － － 2,237

減資 － － －

剰余金の配当 － － △286

自己株式の取得 － － △0

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

－ － △2,808

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

△47 △47 △47

当期変動額合計 △47 △47 △905

当期末残高 77 77 2,307

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 38 3,217 △1,025 △0 2,229

当期変動額

新株の発行 173 173 － － 346

減資 △164 164 － － －

剰余金の配当 － － △186 － △186

自己株式の取得 － － － △329 △329

自己株式の処分 － － － 22 22

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

－ － 609 － 609

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 8 337 423 △307 462

当期末残高 47 3,555 △601 △307 2,692

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評
価差額金

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 77 77 2,307

当期変動額

新株の発行 － － 346

減資 － － －

剰余金の配当 － － △186

自己株式の取得 － － △329

自己株式の処分 － － 22

親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

－ － 609

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

44 44 44

当期変動額合計 44 44 507

当期末残高 122 122 2,815

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。なお、当該会計基準の適用が連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

１．商品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えているため、記載を省略しており

ます。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高が連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、記載を省略

しております。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

１．商品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えているため、記載を省略しており

ます。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高が連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、記載を省略

しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日

至 2023年３月31日）

１株当たり純資産額 247.84円 300.83円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△）
△309.96円 65.36円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 － 63.65円

前連結会計年度

（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度

（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株

主に帰属する当期純損失（△）

（百万円）

△2,808 609

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（百万円）

△2,808 609

普通株式の期中平均株式数（株） 9,062,168 9,327,176

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数株 － 251,616

（うち新株予約権（株）） （－) （251,616)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要

－ －

（１株当たり情報）

（注）１．１株当たり純資産額の算定に用いられた当連結会計年度末の普通株式及び１株当たり当期純利益の算定に

用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義所有株式分を控除する他、従業員持株ＥＳＯ

Ｐ信託が所有する当社株式（当連結会計年度末227,500株、期中平均株式数65,220株）を控除して算定して

おります。

２．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当 

たり当期純損失であるため記載しておりません。

３．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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